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　新たに教育委員とし

て遠嶋武憲氏を任命す

ることに町議会が同意

しました。

　その後、３月25日開催

の定例教育委員会にお

いて、同氏が教育委員

長に選任されました。

○氏　　名　　遠嶋　武憲(とおしま たけのり)

○生年月日　　昭和29年７月21日

○略　　歴　　・青森県連合青年団団長

　　　　　　　・東津軽郡青年団体連絡協議会会長

　　　　　　　・浅所小学校ＰＴＡ会長

　　　　　　　・間木公民分館長

　　　　　　　・間木町内会長　　

　空席となっていまし

た教育長に、３月25日

開催の定例教育委員会

において、亀田德光氏

が選任されました。

　なお、就任は４月１

日からで任期は４年間

です。

○氏　　名　　亀田　德光(かめだ のりみつ)

○生年月日　　昭和22年２月28日

○略　　歴　　・青森少年院勤務

　　　　　　　・社会福祉法人　徳寿福祉会

　　　　　　　　東和保育園長

　　　　　　　・社会福祉法人　徳寿福祉会　理事長

　　　　　　　・平内町教育委員

　　　　　　　・平内町教育委員長　　　

新教育委員長、教育長決まる！

平内町教育委員長　 遠嶋 武憲　氏 平内町教育長　 亀田 德光　氏

　渡辺岩之助さん(外童子)が３月21日に満100歳を迎え、長寿顕彰

式が自宅にて行われました。渡辺さんは当町で14人目となりますが、

男性としては初めての長寿顕彰受賞者となりました。式では、逢坂

町長から顕彰状と記念品がお祝いの言葉とともに手渡され、岩之助

さんは「ありがとうございます」とお礼を述べ受け取りました。

　岩之助さんは、明治42年３月21日生まれで、子供９人、孫26人、

ひ孫28人、玄孫３人とたくさんの家族に恵まれました。

　岩之助さんは、とてもお元気で肌つやも良く100歳を迎えられた

とは思えないほどです。岩之助さん、いつまでもお達者でいてくだ

さい！

渡辺岩之助さん(外童子)

100歳おめでとう！

平内中央病院を去るにあたり

一戸 久人  医師
　突然の弘前大学内での異動により、平内中央病院を退職されることとなった一戸

久人医師より、町民のみなさまへお礼の一言を…といただきましたのでご紹介いた

します。

　10年前に平内中央病院に勤務を開始させていただきました。平内町の皆さんに

は、私を含め家族全員が大変お世話になりました。皆さんによくしていただき幸せ

でした。思い返すと自分が未熟であるために悔やまれる点が多々ありますが、とに

かくこれまで勤務できたのは、町民の皆さんと職員の方々に支えていただいたおか

げです。急に勤務交代となり、ご挨拶できなかった方が大勢いらっしゃいます。こ

の場をお借りして申し上げます。本当にどうもありがとうございました。

2009.03.31　　　
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第41回　椿とサボテンまつり
【夜越山森林公園会場】

　 ▼５月３日(日)

　　・第19回夜越山クロスカントリー大会…９：00～

　　　(夜越山クロスカントリー大会実行委員会主催)

　 ▼５月４日(月)

　　・乗馬体験…10：00～15：00

　　・ほたて釣り…10：00～15：00

　　・記念抽選券配布…11：00～

　　　　(先着700名様に抽選券進呈)

　　・よさこい…11：20～11：40

　　　　(華彩)

　　・ほたて太鼓…11：45～12：05

　　　　(茂浦ほたて太鼓道場)

　　・吉岡リサ ライブ…12：10～13：00

　　　　(初代青森ほたて大使)

　　・ＨＩＲＯＭＡＳＡ…13：05～13：45

　　　　(横笛奏者)

　　・パパフラ・オ・ホオナニ・イ・カ・ラニ・青森…13：50～14：25

　　　　(フラダンス平内初上陸)

　　・記念抽選会…14：30～14：45

※５月３日から６日までの連休期間中ヒュッテ前広場にて出店を予定しております

ほたて広場「春の味覚まつり」

▼５月３日(日)～５日(火)

　・勝つ<活>ほたて争奪戦 (30名様限定)

　・半成貝詰め放題

　　(午前の部10時から250名様限定 ／ 午後の部14時から150名様限定)

　・活ほたて格安販売、ほたて貝焼き販売

　・蒸しほたて、ほたて焼き試食割引販売

　　　

▼５月４日(月)

　・初代青森ほたて大使「吉岡リサ」リサイタルショー…10：00～

　・「青森ほたて音頭」よさこいバージョンショー…13：00～

　・「炎神戦隊ゴーオンジャー」ショー

       (１回目…11：00～　　２回目…14：00～)

○お問い合わせ　　椿とサボテンまつり実行委員会(役場産業振興課内)

　　　　　　　　　TEL　０１７－７５５－２１１８

○お問い合わせ　　ほたて広場

　　　　　　　　　TEL　０１７－７５２－３２２０

【椿山会場】

　 ▼５月３日(日)

　　・ほたて釣り…10：00～

　　・ほたて拾い…11：00～

　　・記念抽選会…11：30～

　　　　(先着700名様に抽選券進呈)
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①津軽百年食堂 　　　　　　　森　沢　明　夫
②砂冥宮　　　　　　　　　　内　田　康　夫
③暴雪圏　　　　　　 　 　　佐々木　　　譲 
④望郷の道　上・下　　 　 　北　方　謙　三
⑤われに千里の思いあり　　　
　　　　　　　上・中・下　　中　村　彰　彦
⑥思い出探偵　　　　　　　　鏑　木　　　蓮
⑦森に眠る魚　　　　　　　　角　田　光　代
⑧人類を救う哲学　
　　　　　 梅　原　　　猛 / 稲　盛　和　夫
⑨幕末史　　　　　　　　　　半　藤　一　利
⑩日本でいちばん
　　大切にしたい会社　　　　坂　本　光　司

○５月の休館日 　３日・４日・５日・６日・10日・24日
○お話会　　５月９日(土)10：00～　おはなしコーナー

お し ら せ

「子どもをほめよう、叱ろう、励まそう」

　３月26日(木)、平内町勤労青少年ホームにおいて平内町

連合婦人会(向井麗子会長)の定期総会並びに町赤十字奉仕

団の総会が行われました。

　会場には、管内17地区から約70名の会員が集まり事業報

告や新年度事業計画・予算案などを審議しました。

　総会では会長が「今年も色々活動してきました。今こそ

地域のために私たちが頑張って支えていかなければなりま

せん。自分たちで出来ることを頑張りましょう」と挨拶し

たのに続き、船橋収入役が「町をきれいにする運動、交通

安全運動への協力、子育てや青少年健全育成の支援、福祉

施設へのボランティア活動など地域社会の文化・福祉の向

上に大きな役割を果たしていることに敬意を表します」と

祝辞を述べました。

町連合婦人会総会・町赤十字奉仕団総会

　また、総会後は保健福祉課職員を講師に招き『後期高

齢者医療制度』について皆さんで学習しました。

　午後は、「ローリング」や「ペタンク」といった軽スポー

ツを通して会員同士の交流を深め有意義な一日を過ごし

ました。参加者の方々は、指導した教育課職員の説明に

耳を傾けながら、日頃の疲れを吹き飛ばすかのように歓

声を上げ、心地よい汗を楽しんでいました。「思ったより

楽しいね。これなら手軽に出来そうだ」と話していました。

　様々な分野で活動する同会は地域婦人への学習の場と

機会の提供に努め、生涯学習のまちづくり推進に一役を

担っています。

　また、同連合会では目下活動を支えてくれる仲間を募

集しています。問い合わせ等は下記までご連絡ください。

▲挨拶を述べる向井会長 ▲祝辞を述べる船橋収入役

定期総会の後は軽スポーツで汗を！

問 連合婦人会事務局　畑山　

　　　☎７５５－３０７３
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平内町教育委員会

☎７５５－２５６５

ひらないカレッジ

ホタテの煮汁を加えた磯ぞうすいに深みが…
“和やかに料理教室”

　町では幅広い分野から人材を発掘しそ

の情報を提供することで町民１人ひとり

の多様な学習や活動を支援し豊かな地域

社会をつくるために、平成19年４月１日

から「平内町生涯学習人材バンク」を設

立し派遣事業を行っております。

　町内会、各種団体等で集会や学習会な

どございましたらご利用ください。

技術指導・講師として

１  華道

２  詩吟

３  盆栽

４  大正琴

５  切り絵

６  和紙ちぎり絵

７  陶芸

８  習字

９  日本舞踊

10  将棋

11  書道

12  農園体験

13  古文書解読

14  野外植物観察会

15  精進料理

16  教育相談

17  レクダンス

18  煎茶道

イベントや集会での講師・
公演者として

１  マンドリン演奏

２  日本舞踊

３  よさこいソーラン

４  レクダンス

５  演芸

６  古文書解読

７  薬用植物

８  教育史・郷土史

９  教育全般

10  人生論

11  食と健康

生涯学習人材バンク
派遣メニューご案内

▲ 茂浦小学校で技術指導に励む
　　　　　　　　　「華彩」の活動状況

　町内会の総会・婦人会・グ

ループの学習会など５人以

上であればご利用できます。

お気軽にご相談ください。

問 平内町教育委員会教育課 

　社会教育係

　　☎７５５－２５６５

▲ 真剣な眼差しで取り組む参加者

　お馴染み「ひらないカレッジ」“いきがい

コース”の「体に優しい料理教室」が３月10

日(火)山村開発センターにおいて開催されま

した。会場には夕飯の支度を終えた主婦等20

名の方々がエプロンを片手に集まりました。

　講師には青森市在住の原田ゆり子さんが招

かれ、町特産のホタテを使った手軽なメニュー

を紹介しました。

　『ホタテの稚貝とその煮汁を加えた磯ぞうす

い』『おからサラダ』『材料を混ぜるだけの青

じそドレッシング』『フライパンで焼くりんご

のキャラメル煮』『りんごのパウンドケーキ』

といった料理のレシピが参加者に配られ、ひ

と通り工程を聞いた後、グループに分かれ実

習に移りました。

　料理が進むにつれて、あたりには美味しそ

うな香りが漂い、握る手にも力が入ります。

途中、先生からは「油汚れのある食器を洗

う場合には、先に別な布で拭き取ってから

洗剤をつけると少量で足ります。」「サラダ

油を直接排水管に流し込むと浄化できませ

ん。」など、環境に優しい配慮をとのアドバ

イスがあり、日頃の自分を思い返しうなず

くなど、和やかな雰囲気で次々と料理を完

成させていきました。

　「ホタテ稚貝」「おから」といった、比較

的安価で手に入りやすい食材でのレシピと

あって、完成した後の試食を終えた参加者

は「高級な食材でなくてもこれほど美味し

いものが作れるなんて驚きです。帰ってす

ぐにでも作って家族に食べさせたい」と、

うれしそうに語り家路につきました。
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問 役場 保健福祉課 ☎７５５－２１１４

～禁煙を始めてみませんか？～

　喫煙が健康に及ぼす影響については、喫煙者本人にとどま

らず、他人のたばこの煙を吸わされる受動喫煙による悪影響

が生じることも指摘されています。しかし、これらのことは

分かっていてもなかなか止められない場合が多いのも現状

です。それは意思の問題ではなく、たばこに含まれるニコチ

ンに依存性があるからです。本数を減らしたり、軽いタバコ

にするのではなく、今からきっぱりやめましょう。

『 禁煙のポイント 』

○禁煙の準備をしよう
　・禁煙開始日を決める(できるだけ仕事の忙しくない、

　　ストレスの少ない時期を選ぶ)

　・タバコやライター、灰皿を処分する

　・家族や周囲の人に禁煙を宣言し、協力を求める

○タバコを吸いたくなったら
　・お茶や水を飲む

　・歯磨きをする

実 施 会 場 月　日 受 付 時 間

 山口コミセン ５月22日 ７：00～９：00

 清水川コミセン ５月25日 ６：00～９：00

 勤労青少年ホーム ５月28日 ６：00～９：00

 勤労青少年ホーム ５月29日 ６：00～９：00

実 施 会 場 月　日 実 施 時 間

 勤労青少年ホーム
５月

26日・27日
13：00～14：00

※骨粗鬆症検診は26日に同会場・時間にて実施します。

※検診を申し込んでいる方には、２週間くらい前に問診票

　を送付しますので記入して検診会場へご持参ください。

※青少年ホームでの検診は受診者が多く多少時間がかかる

　ことが予想されますので、予めご了承ください。

　町では昨年度５回分の妊婦委託健康診査受診票

を発行していましたが、平成21年４月１日から14

回分を発行しています。この受診票を使用して妊

婦健診を受けるときは、その一部の費用は公費で

負担されます(ただし、医療機関独自に公費負担

項目以外にも検査をする場合があるので、その検

査については公費負担にはなりません)。

　妊婦健診の回数は、妊娠の状況などによって異

なる場合もありますが、少なくとも妊娠23週(第

６月末)までは４週間に１回、妊娠24週(第７月)

より妊娠35週(第９月末)までには２週間に１回、

妊娠36週(第10月)以降分娩までは１週間に１回程

度の妊婦健診が必要であるといわれ、これに沿っ

て受診した場合、受診回数は14回程度と考えられ

ます。

　妊娠中の母体には、おなかの赤ちゃんの発育が

進むにつれていろいろな変化が起こってきます。

特に気がかりなことがなくても、週数に応じて決

められた回数は妊婦健診を受け、胎児の発育や母

体の健康状態を診てもらいましょう。特に注意し

なければならないのは貧血、妊娠高血圧症候群、

妊娠糖尿病であり、どれも胎児の発育に影響し、

母体の健康を損なうことがあります。また、妊娠

22週以降は早産の危険性にも注意しなければなり

ません。そのためにも、きちんと健診を受け医師

の指導を守りましょう。

生活習慣病等検診日程

☆複合検診(特定健診、各種がん検診)

☆子宮がん・乳がん・骨粗鬆症検診

妊 婦 健 診 に つ い て

hiranai
保健だより

■今月の健康相談は…■

毎年５月31日は「世界禁煙デー」

５月の健康相談では、タバコについて保健師がお話ししま

すので、ご利用ください。

問 役場 保健福祉課 ☎７５５－２１１４

シリーズ②
「心の健康度自己評価の項目別結果について」

Ａー１　毎日の生活が充実していますか？

　　　　　はい：59％　　いいえ：39％　　無回答：２％　　→「いいえ」が陽性

Ａー２　これまで楽しんでやれていたことが、今も楽しんでできていますか？

　　　　　はい：58％　　いいえ：39％　　無回答：３％　　→「いいえ」が陽性

Ａー３　以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられますか？

　　　　　はい：71％　　いいえ：27％　　無回答：２％　　→「はい」が陽性

Ａー４　自分が役にたつ人間だと思うことができますか？

　　　　　はい：57％　　いいえ：41％　　無回答：２％　　→「いいえ」が陽性

Ａ－５　わけもなく疲れたような感じがありますか？

　　　　　はい：55％　　いいえ：44％　　無回答：１％　　→「はい」が陽性

Ｂ－１　死について何度も考えることがありますか？

　　　　　はい：25％　　いいえ：73％　　無回答：２％　　→「はい」が陽性

Ｂ－２　気分がひどく落ち込んで、自殺について考えることがありますか？

　　　　　はい：５％　　いいえ：93％　　無回答：２％　　→「はい」が陽性

　Ａ項目で２つ以上、Ｂ項目で１つ以上「陽性」になると、うつ傾向

が高いということになります。

　前回、心の健康度自己評価の内容や全体の結果について報告しまし

たが、今回はそれぞれの質問項目毎の結果を報告します。

　ご自分でチェックしていかがでしたか？うつ傾向が高かった方は心

が疲れているサインです。無理をせず、休養や気分転換を図りましょう。
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日　　程 活動・場所 内　　容 備　　考

　５月８日(金)
９：30～

親子ふれあいワーク
東和保育園

こどもの日を祝う会：ゲーム

などをして遊びましょう

　５月21日(木)
　９：30～11：00

すくすくクラブ
支援センター

身体測定の後はリズム遊びな

どをして体を動かしましょう

　５月30日(土)
10：00～

ぴよぴよ絵本サークル
東和保育園ホール

人形劇サークル「赤ずきん」

による公演です

☆子育て支援センター

５月の行事予定

【お問い合わせ先】
平内町地域子育て支援センター

☎７５８－１２１４

　３月12日(木)メタボリックシンドローム支援プログラム、最後のまと

めとして閉講式を行いました。今回は、これまで６回の教室をスライド

や写真を見ながら振り返り、参加者27名を代表して２名の方に、参加し

て感想を発表して頂きました。発表者以外の方々からも、「着られなかっ

た服が着られるようになった・走れるようになった・体が軽くなった・

ベルトやズボンがゆるくなった・仕事優先だったが健康第一と考えるよ

うになった・寝る前の運動が習慣となった」などの、いろいろな感想が

聞かれました。その他にも禁煙に成功しているという方が２名あり、そ

れぞれに支援プログラムの効果を実感しているようでした。

　最後に、目標を立てて取り組んできたこの６カ月間の頑張りを称え、

また、この学習をもとにこれからも努力されることを期待し、参加者全

員に『これからも続けま賞』を贈り全プログラムを終了しました。

　毎年健診を受ける度に、コレステロール・血糖値・肝機

能の数値が高く、要精密検査の項目にマークがついてきま

したが、検査を受けても「気をつけてください」という程

度の診断に甘えて生活していました。

　それでも支援プログラムに参加してみようと決めたのは、

家内にすすめられたことと、インボディという便利な測定

器に乗ってみたいという好奇心にかられ、月１回程度なら

健康チェックも良いかなと軽い気持ちからでした。不規則・

不摂生な自分にも続けられるか疑問でしたが、歩いたり、

軽く体を動かしたり、自分のためになるのであればいいか

なという思いでした。参加して２カ月目頃から体重や腹囲

などの数値が減少し始めました。途中、なまけぐせが出ても、

家内や保健師に背中を押されて６カ月間の支援プログラム

を終えることができました。

　目標は21年度の特定健診において血液検査の結果が良く

なっていることです。これがクリアできれば万々歳です（飲

酒の節約や禁煙ができれば言うことはありませんが、これ

は今のところできていません）。

　いろいろ学んだ６カ月でしたが、運動もある程度習慣化

し、食事も考えて食べるようになり本当に良かったと思っ

ています。「ありがとう！メタボ支援プログラム！」

メタボリックシンドローム支援プログラム

～閉講式～　シリーズ⑦

『 メタボ支援プログラムに参加して 』 『 メタボ支援プログラムを振り返って 』
(藤沢　60代　男性) (土屋　60代　男性)

▲ 「これからも続けま賞」を贈られる参加者

参加者を代表して発表された２名の方の感想をご紹介します。

　第１回目の開講式で先生の話を聞いて最初に驚かされた

のは、「マヨネーズがいかに高カロリーか」ということでし

た。毎日の健康の記録で、体重、運動、食事などをグラフ

にしてみると、結婚式などでご馳走をたくさん食べたり飲

んだりした後は体重が500ｇ～700ｇ増え、４～５日経っても

なかなか元に戻りませんでした。講習を受けながら「でき

ることから始めましょう」という言葉に励まされながら次

のことを実行しました。

 ①マヨネーズをノンオイルドレッシングへ

 ②ヨーグルトは無糖へ

 ③牛乳は低脂肪へ

 ④果物はリンゴ１個

 ⑤ご飯は100ｇ

　運動では１日１万歩を目標にして、最初はきついかなと

思いましたが、続けるうちに、体調もよく歩くのが楽しく

感じられるようになり、毎日続けることができました。天

候が悪いときは、階段昇降、スクワット、腹筋などを実行

してカロリー消費に努めました。その結果、体重がー６kg、

腹囲ー6.9ｃｍ、体脂肪率ー７％とほぼ目標を達成したので、

これからもリバウンドしないように今の生活スタイルを続

けていきます。
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◇総務課長・選挙管理委員会事務局長

　　　　　　　　　　　　(税務課長)　太田　満則

◇税務課長(保健福祉課指導監)　　　　山田　光昭

◇町民課長(産業振興課指導監)　  　　逢坂　　茂

◇地域整備課長(地域整備課指導監)    加藤  隆弘

◇教育課長

　(総務課指導監・防災係長事務取扱)　佐々木　進

◇会計管理者(議会事務局長)　　　　　工藤　英俊

◇議会事務局長(平内消防署長)　　　　加藤　哲郎

◇平内中央病院事務局長

(平内中央病院指導監・経理係長事務取扱)　佐々木一則

◇総務課指導監(総務課副指導監)　　　船橋　文隆

◇総務課指導監(総務課副指導監)　　　細川　信利

◇保健福祉課指導監

　　　　　　　(保健福祉課副指導監)　小川　妙子

◇保健福祉課指導監

　　　　　　　(保健福祉課副指導監)　三上　勝則

◇地域整備課指導監

(教育課指導監・学校給食センター係長事務取扱)　葛西　啓二

◇地域整備課指導監

　　　　　　　(地域整備課副指導監)　山本俊比幸

◇教育課指導監・学校給食センター係長事務取扱

(教育課副指導監・社会教育係長事務取扱)　蝦名　　守

◇教育課指導監(教育課副指導監)　　　蝦名　淳次

◇会計課指導監・経理係長事務取扱

(会計課副指導監・経理係長事務取扱)　畑井　伸一

◇総務課副指導監(税務課長補佐)　　　藤田　一浩

◇税務課副指導監

(税務課長補佐・資産税係長事務取扱)　江戸　吉範

◇町民課副指導監・生活環境係長事務取扱

(町民課長補佐・生活環境係長事務取扱)　田中　義規

◇保健福祉課副指導監

　　　　　　　　(保健福祉課長補佐)　大水美代子

◇産業振興課副指導監

　　　　　　　　(産業振興課長補佐)　亀田　　敦

◇地域整備課副指導監

　　　　　　　　(地域整備課長補佐)　相坂　俊悦

◇地域整備課副指導監

　　　　　　　　(地域整備課長補佐)　遠島　義正

◇議会事務局副指導監・庶務係長事務取扱

(議会事務局長補佐・庶務係長事務取扱)　寺嶋　健一

◇平内中央病院副指導監・経理係長事務取扱

(総務課副指導監・企画政策係長事務取扱)　渡辺　伸一

◇税務課長補佐・資産税係長事務取扱

　　(会計課主幹・出納係長事務取扱)　渡邊　仁志

◇教育課長補佐・施設管理係長事務取扱

　　　　　　　　　　(教育課長補佐)　畑井　英美

◇教育課長補佐・社会教育係長事務取扱

　　　　　　　　　　　(教育課主幹)　逢坂　重良

◇総務課主幹・総務係長事務取扱

　　　　　　　　　(総務課総務係長)　小林　正人

◇保健福祉課主幹(平内中央病院主幹)　佐々木朱美

◇保健福祉課主幹

　(産業振興課主幹・観光商工係長事務取扱)　工藤隆之進

◇産業振興課主幹・ホタテ係長事務取扱

　　　　　　　　　(保健福祉課主幹)　飯田千代志

◇産業振興課主幹・観光商工係長事務取扱

　　　　　　　　　(産業振興課主幹)　船橋　英樹

◇産業振興課主幹・庶務係長事務取扱

　　　　　　　(産業振興課庶務係長)　須藤　誠一

◇産業振興課主幹

　　　　　(産業振興課農業振興係長)　大水　　要

◇地域整備課主幹

　　　　　　　(保健福祉課福祉係長)　近藤　　吏

◇教育課主幹

　(教育課主幹・学校教育係長事務取扱)　福田正千代

◇教育課主幹・社会体育係長事務取扱

　　　　　　　(教育課社会体育係長)　佐々木一成

◇総務課企画政策係長

　　　　　　(産業振興課ホタテ係長)　門脇　　淳

◇総務課防災・管財係長

　　　　　　　　　(総務課管財係長)　垂井　智也

◇総務課情報管理係長(総務課主任)　　竹達　暁教

◇保健福祉課福祉係長

　　　　　　　　　(保健福祉課主任)　塩越　信子

◇保健福祉課後期高齢者医療係長

　　　　　　　(総務課情報管理係長)　船橋　浩教

◇産業振興課農業振興係長

　　　　　　　　　(産業振興課主任)　柴田　正一

◇地域整備課建設係長

　　　　　　　　　(地域整備課主任)　木村　秀樹

◇教育課学校教育係長

　(保健福祉課後期高齢者医療係長)　　須藤　鉄博

◇会計課出納係長(保健福祉課主任)　　工藤　英仁

◇平内中央病院医事係長

　　　　　　　(平内中央病院主任)　　畑井　幸治

◇総務課主任(産業振興課主任)　　　　倉本　知哉

◇総務課主査(税務課主査)　　　　　　蝦名　正輝

◇保健福祉課主査(地域整備課主査)　　須藤　貴人

◇産業振興課主査(総務課主査)　　　　片山　潤一

◇教育課主査(保健福祉課主査)　　　　傳法谷　顕

◇教育課主査(町民課主査)　　　　　　市川祐美子

◇税務課主事(産業振興課主事)　　　　金津　将太

平 内 町 人 事 異 動
４月１日付での町職員の異動・(　　)内は前職
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◇平内消防署消防司令長 消防署長　

　　　　　　　　　　(消防署副署長)　田村　政幸

◇平内消防署消防司令 消防署副署長　

　(予防総括主幹・当務隊長事務取扱)　須藤　和廣

◇平内消防署消防司令 庶務・財政総括主幹・当務隊長事務取扱

　(警防総括主幹・当務隊長事務取扱)　亀田　義孝

◇平内消防署消防司令 予防・危険物総括主幹・当務隊長事務取扱

　　　　　　　　　　　　(総括主幹)　船橋　義弘

◇平内消防署消防司令 警防・原子力対策・機械総括主幹・当務隊長事務取扱

　　　　　　　　　　　　(総括主幹)　本堂耕三郎

◇平内消防署消防司令 救急・救助総括主幹・当務隊長事務取扱

　(救急総括主幹・当務隊長事務取扱)　江戸　正良

北部上北広域事務組合

◇総務課長・選挙管理委員会事務局長　小形　光丸

◇町民課長　　　　　　　　　　　　　相坂　　勉

◇地域整備課長　　　　　　　　　　　朝田　啓司

◇教育課長　　　　　　　　　　　　　畑井　英世

◇平内中央病院事務局長　　　　　　　相馬　嗣雄

◇税務課指導監　　　　　　　　　　　本堂　　愉

◇地域整備課指導監　　　　　　　　　須藤　恵悦

◇教育課指導監　　　　　　　　　　　能登谷京子

◇地域整備課長補佐　　　　　　　　　熊谷　則彰

◇議会事務局長補佐　　　　　　　　　船橋　睦子

◇保健福祉課長補佐　　　　　　　　　阿部ゆり子

◇平内消防署総括主幹　　　　　　　　木村　茂生

◇教育課主幹・施設管理係長事務取扱　逢坂　　繁

◇平内中央病院看護師　　　　　　　　逢坂　みや

◇平内中央病院看護師　　　　　　　　花田　禮子

◇平内中央病院看護師　　　　　　　　佐々木タイコ

◇税務課長補佐　　　　　　　　　　　田中　　均

◇平内中央病院事務局長補佐　　　　　兼平　陽子

◇平内中央病院医局長　　　　　　　　佐藤　守三

◇教育課主任　　　　　　　　　　　　加藤　博子

退　　職

◇総務課主事　　　　　　　　　　　　逢坂　龍徳

◇税務課主事　　　　　　　　　　　　船橋　栄治

◇町民課主事　　　　　　　　　　　　田中　美穂

◇保健福祉課主事　　　　　　　　　　渡邊　　豊

◇保健福祉課主事　　　　　　　　　　江戸　健二

◇保健福祉課主事　　　　　　　　　　笹原　緑夏

◇産業振興課主事　　　　　　　　　　蝦名　雄輔

◇平内中央病院主事　　　　　　　　　石岡むつき

◇平内中央病院看護師　　　　　　　　船橋　麻美

◇平内消防署消防士　　　　　　　　　工藤　強生

新　採　用

フレッシュマンの紹介

逢坂　龍徳 船橋　栄治 田中　美穂 渡邊　豊 江戸　健二

笹原　緑夏 蝦名　雄輔 石岡　むつき 船橋　麻美 工藤　強生
平内中央病院

３小林

総務課

山口

税務課

清水川

町民課

狩場沢

保健福祉課

１元町

保健福祉課

１小林

保健福祉課

１元町

産業振興課

小豆沢

平内中央病院看護師

２小林

平内消防署

大和山
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、
平
成
21
年
４
月
１
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

○
対
象
農
業
者

・
認
定
農
業
者
（
４
㌶
以
上
）

・
集
落
営
農
組
織
（
20
㌶
以
上
）

・
地
域
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ
け

　

ら
れ
て
い
る
地
域
の
担
い
手

○
対
象
農
産
物

・
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
米
）

○
加
入
手
続
き

・
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

　

 

青
森
労
働
局

 

平
成
21
年
度
の
労
働
保
険
の

　
　

年
度
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続(

平
成

20
年
度
の
確
定
保
険
料
と
平
成
21
年

度
の
概
算
保
険
料
等
の
申
告
・
納
付

手
続
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。)

を
行
っ

て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
申
告
期
間
は
、
６

月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
近

く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
等
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

青
森
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　
　

☎
７
３
４

－

４
１
４
５

問

青
森
農
政
事
務
所

　
　
　
　

農
政
推
進
課

　

☎
７
７
７

－

３
５
１
２

青
森
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
３
４

－

５
５
１
４

青
森
地
方
法
務
局

 

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所　

開
設　

　

青
森
地
方
法
務
局
で
は
、
法
務
局
が

所
掌
す
る
登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

人
権
等
に
関
す
る
特
設
の
無
料
の
相
談

所
『
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
』
を
開

設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

平
成
21
年
５
月
30
日　

10
時
～
16
時

○
会　
　

場

　

青
森
市
民
ホ
ー
ル

　

(

旧
ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ)

　
　

青
森
市
柳
川
１
ー
２
ー
14

○
相
談
内
容

　

土
地
建
物
の
登
記
、
相
続
、
境
界
、

　

国
際
結
婚
、
離
婚
、
近
隣
と
の
ト
ラ

　

ブ
ル
、
い
じ
め　

等

○
担 

当 

者

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

　

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

○
そ 

の 

他

　

平
日
は
常
時
法
務
局
で
相
談
を
受
け

　

て
い
ま
す
。

問

青
森
地
方
法
務
局　

総
務
課

　

☎
７
７
６

－

６
２
３
１

役
場　

町
民
課

 

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器

　
　
　
　
　
　
　

購
入
補
助
制
度

　

当
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
、
再
資

源
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
も

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
設
置
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
補
助
制
度
を
活

用
し
購
入
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
よ
り

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象
者

　

平
内
町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住

　

し
て
い
る
方
で
、
生
ご
み
が
堆
肥
と

　

な
っ
た
と
き
、
適
切
に
処
理
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

○
補
助
金
額

　

①
購
入
価
格
が
３
万
円
以
下

　
　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
の
額

　
　

で
３
千
円
を
上
限
額
と
し
ま
す
。

　

②
購
入
価
格
が
３
万
円
を
超
え
る

　
　

購
入
価
格
の
３
分
の
１
以
内
の
額

　
　

で
２
万
円
を
上
限
額
と
し
ま
す
。

○
購
入
先

　

町
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
補
助
金
申
請

　

補
助
金
申
請
書
は
、
役
場
町
民
課
生

　

活
環
境
係
で
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

購
入
前
に
次
の
も
の
を
ご
用
意
し
て

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
印
鑑

　

・
納
税
証
明
書(
税
務
課
に
て
発
行)

　

補
助
金
の
交
付
は
審
査
後
、
対
象
に

該
当
し
た
方
に
交
付
決
定
通
知
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。
通
知
を
受
け
取
っ
た

後
に
容
器
を
購
入
し
、
補
助
金
請
求
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
請
求
書

提
出
の
後
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問

役
場
町
民
課　

生
活
環
境
係

☎
７
５
５

－

２
１
１
３

津
嶋 

正
人　

氏

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

　

こ
の
度
、
２
元
町
・
川
原
町
地
区
担

当
の
荒
内
辻
子
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、

津
嶋
正
人
さ
ん(

川
原
町)

が
平
内
町
民

生
委
員
推
薦
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
及
び
青
森
県
知
事
よ
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。



10・Ｈ21・５月号「第599号」 今月のおしらせ・ＮＥＷＳ　・

今
月
の
お
し
ら
せ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

５
2009

役
場　

総
務
課　

　

定
額
給
付
金 

申
請
書
に
つ
い
て

問
　

「
定
額
給
付
金
申
請
書
」
の
受
け
付

け
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
申

請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
目
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
請
受
付
場
所

　

役
場
総
務
課　

企
画
政
策
係
窓
口

●
受
付
時
間

　

９
時
～
17
時(
平
日
の
み)

定
額
給
付
金
の
給
付
を
装
っ
た

「 

振
り
込
め
詐
欺 

」

「
個
人
情
報
の
詐
取
」

　
　
　

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

役
場
総
務
課　

企
画
政
策
係

　
　

☎
７
５
５

－

２
１
１
１

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

 

動
物
ふ
れ
あ
い
ウ
ィ
ー
ク
２
０
０
９

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
恒
例
の
「
動

物
ふ
れ
あ
い
ウ
ィ
ー
ク
２
０
０
９
」
を

開
催
し
ま
す
。
動
物
た
ち
と
過
ご
す
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
だ
く
さ
ん
で
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時　

平
成
21
年
５
月
３
日
～
６
日

　
　
　
　

10
時
～
16
時

○
場
所　

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

青
森
市
宮
田
字
玉
水
119
ー
１

　

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

　
　

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

　
　

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
７
２
６

－

６
１
０
０

http://www.aomori-animal.jp

Ｈ
ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ａ
ｉ

　

 (

財)

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー

 

日
本
の
木
の
い
え
相
談
窓
口
開
設

～
ず
っ
と
住
む
な
ら
、

　
　

や
っ
ぱ
り
日
本
の
木
の
い
え
～

　

「
身
近
な
国
産
材
を
使
っ
て
家
を

建
て
た
い
け
ど
、
ど
こ
に
、
何
を
聞

け
ば
い
い
の
か
？
」
そ
ん
な
ご
相
談

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
簡
単
に
お
応
え

す
る
た
め
、
国
産
材
を
使
っ
た
住
宅

づ
く
り
に
つ
い
て
、
対
応
可
能
な
大

工
・
工
務
店
・
建
築
士
事
務
所
や
各

種
助
成
制
度
な
ど
の
様
々
な
情
報
を

ご
用
意
し
た
相
談
窓
口
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
サ
イ
ト
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

(

財)

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
３

－

３
５
８
５

－

９
３
１
１

　
　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
17
時

 

○
情
報
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
　

http://www.nihon-kinoie.jp

【
募
集
！
】

　

国
産
材
に
こ
だ
わ
っ
た
住
宅
を
施

工
さ
れ
て
い
る
大
工
・
工
務
店
、
国

産
材
を
使
っ
た
家
づ
く
り
を
提
案
さ

れ
る
建
築
士
事
務
所
の
方
々
の
登
録

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
す
る
と

サ
イ
ト
に
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
右
記
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

役
場　

産
業
振
興
課

 

夜
越
山
ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

　
　
　
　

指
定
管
理
者
を
募
集
！

　

当
町
で
は
、
夜
越
山
森
林
公
園
内

に
あ
る
「
夜
越
山
ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
」
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

同
施
設
を
効
果
的
・
効
率
的
に
管

理
運
営
で
き
る
法
人
、
そ
の
他
の
団

体
を
募
集
し
ま
す
。(

青
森
県
内
に
事

務
所
を
有
す
る
法
人
、
そ
の
他
の
団

体
に
限
る)

１
．
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
施
設

　

①
名　

称

　

夜
越
山
ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

　

②
所
在
地

　

平
内
町
大
字
小
湊
字
新
道
46

－

27

２
．
管
理
期
間

　

平
成
21
年
７
月
１
日

　
　
　
　
　

～
平
成
23
年
３
月
31
日

３
．
指
定
申
請
書
受
付

　

平
成
21
年
５
月
12
日
～
５
月
13
日

　　

そ
の
他
詳
し
い
内
容
は
、「
夜
越
山

ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
指
定
管
理
者

公
募
要
領
」
を
作
成
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
左
記
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

(

５
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
配
布)

問

役
場
産
業
振
興
課　

観
光
商
工
係

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
５
５

－

２
１
１
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
５
５

－

２
１
４
５

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

 

平
内
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　

休
館
日
・
使
用
料
の
変
更

　

平
内
町
青
少
年
ホ
ー
ム
の
休
館
日
と

使
用
料
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
休
館
日
の
変
更

　

年
末
年
始
休
日
（
12
月
29
日
～
１
月
３

　

日
）
の
み
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
第
２
・
４
日
曜
日
及
び
祝
日

　

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
使
用
許
可
申
請

　

書
の
提
出
が
無
け
れ
ば
休
館
日
と
し
ま

　

す
。

○
利
用
サ
ー
ク
ル
使
用
料
の
改
正

・
週
１
回　

　

琴
好
会
、
平
内
詩
吟
教
室
、
老
人
ク
ラ

　

ブ
演
芸
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
、

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

→
１
０
，０
０
０
円

・
月
２
回

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
切
り
絵
同
好
会

　
　
　
　
　

→
５
，０
０
０
円

　

古
文
書
勉
強
会

　
　
　
　
　

→
５
，０
０
０
円

　

平
内
将
棋
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

→
５
，０
０
０
円

・
月
１
回

　

平
内
俳
句
会
、
花
椿
俳
句
会
、
川
柳
ひ

　

ら
な
い
吟
社
、
童
謡
を
歌
う
会

　
　
　
　
　

→
２
，５
０
０
円

役
場　

保
健
福
祉
課

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　

支
払
い
方
法
に
つ
い
て

　

保
険
料
を
納
入
通
知
書
で
お
支
払
さ

れ
て
い
る
普
通
徴
収
の
方
は
、
口
座
振

込
で
も
お
支
払
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
保
健
福
祉

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

役
場　

保
健
福
祉
課

　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　
　

☎
７
５
５

－

２
１
１
４

問

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　

☎
７
５
５

－

３
９
４
５

※
お
引
越
し
さ
れ
る
方
へ

　

関
係
通
知
書
等
を
確
実
に
お
届
け
す

る
為
、
お
引
越
し
の
際
は
、
役
場
町
民

課
で
住
民
異
動
届
の
手
続
き
を
す
る
と

と
も
に
、
郵
便
局
で
の
転
居
・
転
送
届

け
の
手
続
き
も
お
願
い
し
ま
す
。

※
給
付
金
の
振
込
口
座
に
つ
い
て

　

給
付
金
の
受
取
り
方
法
と
し
て
、
給

付
申
請
書
に
記
載
し
た
金
融
機
関
口
座

は
、
給
付
金
の
振
込
み
が
完
了
す
る
ま

で
は
、
解
約
し
た
り
名
義
変
更
し
た
り

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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　固定資産税は、毎年１月１日(賦課期日)に、土地、

家屋、償却資産(これらを総称して「固定資産」とい

います)を所有している人がその固定資産の価格をも

とに算定された税額をその固定資産の所在する市町村

に納める税金です。

(１)固定資産税を納める人『納税義務者』

土　　地
登記簿又は土地補充課税台帳に所有者とし

て登記又は登録されている人

家　　屋
登記簿又は土地補充課税台帳に所有者とし

て登記又は登録されている人

償却資産
償却資産課税台帳に所有者として登録され

ている人

(２)固定資産の対象となる資産

土地、家屋及び償却資産が固定資産税の対象です。

(３)税額算定のあらまし

①　固定資産を評価して、その価格を決定し、そ

　　の価格をもとに、課税標準額を算定します。

②　課税標準額×税率(1.4％)＝税額

③　税額等を記載した納税通知書を納税者あてに

　　通知します。

(４)免税点

　固定資産税には免税点制度が設けられており、同

一人が所有する土地、家屋、償却資産のそれぞれの

課税標準額が次の金額に満たない場合には、固定資

産は課税されません。

土地：30万円　　家屋：20万円　　償却資産：150万円

(５)新築住宅に対する軽減措置

　新築された住宅が、床面積が50㎡以上280㎡以下の

専用住宅や併用住宅で、120㎡までの居住部分に、新

たに固定資産税が課されることとなった年度から３

年度分に限り、税額が２分の１に減額されます。

(６)住宅用地の特例措置

　一戸建住宅の敷地が200㎡以下の住宅用地は、課税

標準額が６分の１の額、200㎡を超えた住宅用地につ

いては、３分の１の額とする特例措置があります。

　平成21年分以降の所得税(国税)において住宅ロー

ン特別控除の適用がある方(平成21年から平成25年ま

でに入居した方に限る)のうち、所得税から控除しき

れなかった住宅ローン特別控除について、翌年の個

人住民税から当該残額に相当する額、最高97,500円

を限度に控除されます。

▼

▼

●個人住民税における住宅ローン特別控除の創設●

暮らしの中の税
ー　固定資産税について　－

役場税務課　資産税係
☎７５５－２１１５

問

青森県遊技協同組合
ＡＥＤを寄贈

　３月31日(火)、時折小雪のちらつく中、椿山から大島にかけて

の海岸清掃活動が行われ、東田沢・野内畑地区から約130人の方々

が参加しました。そのほかに、平内町漁業協同組合からダンプや

タイヤショベルの貸し出し、役場からは関係課職員も参加しての

作業となりました。

　海岸は、２月に強風の日が続いた影響で沢山の漂着ごみが打ち

上げられており、先の見えない大変な作業でしたが、これから観

光シーズンを迎えお客さんにきれいな平内町、きれいな大島・椿

山を楽しんでいただきたいという思いから、黙々と懸命に作業を

行っていました。

大島ごみ拾い
東田沢地区・野内畑地区

　３月11日(水)、青森県遊技業協同組合(大西康弘 理事長)の秋

元青森支部長が来庁し、社会貢献活動の一環として当町に『ＡＥ

Ｄ』(自動体外式除細動器)１台及び収納ボックスを寄贈しました。

　秋元青森支部長は「平内町の観光振興と平内町を訪れた方々の

ために、是非お役立てください」と、逢坂町長に手渡しました。

　町では、早速、年間を通じて多数の観光客が訪れる夜越山森林

公園内での緊急対応に備えようと、夜越山センターハウスへの配

置を決定し、これにより夜越山スキー場、パークゴルフ場、ケビ

ンハウス及びオートキャンプ場などをより安心して楽しめる環境

が整いました。
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新入学児童にプレゼント

日本赤十字奉仕団員功労表彰受賞
渡辺やゑ子さん、森田君子さん

　日本赤十字社から地域奉仕団において顕著な活動の功

績が認められ、当町から渡辺やゑ子さん(土屋)と森田君

子さん(藤沢)の２名が平成20年度日本赤十字奉仕団員功

労表彰を受賞されました。

　お二人は、平内町赤十字奉仕団員として、少年院への

慰問や地域清掃など数々のボランティア活動を行ってき

ました。

　３月30日(月)、町長室において逢坂町長より表彰状の

伝達があり、受賞した渡辺やゑ子さんと森田君子さんか

らは感謝の言葉が述べられました。

　４月６日(月)から実施された春の全国交通安全運動の初日、町立体育館前

において決起大会が開催されました。大会では小枝交通安全協会会長が「交

通安全対策を推進し、関係者一丸となって交通事故防止に努めましょう」と

挨拶し、つづいて逢坂町長、三津谷議長、そして成田青森警察署長が激励の

ことばを述べました。来賓の方々の激励のことばに対し、子供たちを代表し

て小湊小学校２年の船橋ももかさん、蝦名美香さんが元気いっぱいに交通安

全宣言をしました。また、交通安全青年部の太田一世さんが、4,000名以上の

署名を集めた交通安全宣言文を厳かな表情で朗読し、署名者を代表して事業

主会、安全協会の両会長が逢坂町長と成田署長に提出しました。

　決起集会終了後、参加者全員で国道４号線を通行するドライバーに、児童

館母親クラブと逢坂けい子さん手作りの「マスコット」や「造花」などをチ

ラシとともに配り、交通安全を呼びかけました。

春の交通安全運動決起大会
ゼロへの挑戦

交 通 安 全 宣 言

一　私は、仕事を愛します。

　だから交通事故を起こしたり、交通違反は絶対しません。

二　私は、家族や家庭を愛します。

　だから家庭を破壊するような暴走、飲酒運転は、絶対しません。

三　私は、子供や高齢者を愛します。

　だから交通弱者の保護活動に努め、無謀な運転は、絶対しません。

四　私は、自分を愛します。

　だから交通ルールを遵守し、道路利用者に迷惑をかけることは、

　絶対しません。

五　私は郷土を愛します。

　だから平内町の不名誉になることは、絶対しません。

　　　　　　　　　平成二十一年四月六日　　　署名者一同

　３月17日(火)、農林中央金庫青森支店の有田吉弘支店長が

来庁し、「新入学児童の交通事故防止に役立ててください」と、

平成21年度の新入学予定児童86名分のランドセルカバーを町

に寄贈しました。

　逢坂町長は「ランドセルカバーは黄色でドライバーにも見

やすく、交通事故防止に役立っています」と、お礼を述べま

した。

　同支店から毎年贈られるランドセルカバーは、通学に不慣

れな新入学児童にとって事故防止に大きな効果を果たしてお

り、交通安全に関わる関係者からも感謝されております。
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人口と世帯

男 …  6,401 人 ( － 27 人 )

女 …  6,986 人 ( － 24 人 )

計 … 13,387 人 ( － 51 人 )

世帯数…5,272 世帯（±０）

平成 21 年３月末現在
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